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脳卒中後の半側空間無視(Unilateral Spatial Neglect; USN)は、損傷半球と対側にある空間の物体や

刺激に対して、反応が困難となる空間注意障害である(Heilman, et al., 1984)。急速視覚運動反応

(Express Visuomotor Response; ERV)は、見かけ上の目標位置が突然移動すると、環境の変化に対し

て肢の運動が自動的かつ迅速に修正される現象であり(Day & Lyon, 2000; Pruszynski et al., 2010)、

皮質下経路に基づく処理であることが示唆されている。EVR は意識的な注意や高次の認知処理

を介さずに発現するため、障害された注意機能を介さずに USN への運動反応を促す新たな手法

として応用できる可能性がある。本研究では、健常者および USN患者を対象に、EVRを誘発す

るターゲットへの到達運動課題を用いて、空間の自動的な運動修正能力の保持を検証する。 

健常者 18名(32.9±5.9歳)と回復期病棟に入院した左半側空間無視患者 6名(67.4±7.1歳)を対象と

して、Kinarm Exoskeleton Labを使用して上肢運動を計測した。課題について、画面上のターゲッ

トは、空間に分布した 20箇所(横 7-6-7に並ぶ 3段構成)のターゲット位置からランダムに提示さ

れた。参加者は、ターゲットに向かって、可能な限り速く直線的に手を動かすよう求められた。

ターゲットが移動しない条件で構成された No Jumpセッションと、ターゲット提示から 600ms後

に瞬間的に左または右へ 2.5cm 移動する条件(Jump-Left, Jump-Right)とターゲット出現後の位置

に留まる条件(Stationary)でランダムに構成された Jumpセッションを実施した。 

USN患者は、すべての条件で 90%以上の高い到達率を示し、ターゲットが瞬間的に移動する条

件下でも最終的な到達は可能であった。健常者では、総軌跡長および所要時間において、Stationary

条件と比較し、Jump-Left 条件および Jump-Right条件で有意な増加が認められた(p < 0.05)。一方、

USN患者では、Jump-Left条件で所要時間に増加傾向で観察されたが、Jump-Left条件と Stationary、

Jump-Right条件との差分値は、無視の重症度とは有意な相関を示さなかった。合成加速度解析で

は、健常者の試行の平均において 600ms前後に 2つのピークが出現し、段階的な運動の修正反応

が確認された。USN 患者では、EVR の方向に依存した修正反応は認められず、左右いずれのジ

ャンプ方向に対しても明確な合成加速度の特徴的な違いは認められなかった。 

本研究の結果より、USN患者は瞬間的な変化に対して運動修正が可能であるが、その修正反応

は EVRに特有の自動的な運動調整とは異なる特徴の可能性を明らかにした。 
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